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西暦571年の、二度と繰り返さないかの瞬間、アラビア半島の西方の町マッカの山の洞窟
にて、あるアラブの男にアッラーの諸言葉が啓示されました。ちょうど彼以前のムーサー様
やイーサー様に啓示されたように。その初めて啓示された諸言葉は：

【（預言者よ、）創造をされた、あなたの主の御名において（、啓示されたクルアーンを）読
め。かれは人間を、一塊の凝血からお創りになった。（預言者よ、クルアーンを）読め。あな
たの主は、最も貴いお方。筆（記）を教えて下さったお方。人間に、彼が知らなかったこと
を教えて下さった（お方）。】でした。
そして世界は完全に変化し、アラブ人もほかの人たちも知らなかった新しい宗教が広まり、
自ら進んで納得の上、次々とアッラーの教えに入っていきました。
では、アッラーがその書を啓示し給うたイスラームの使徒であり、預言者たちと使徒たち
の封印であり、15億人以上のムスリムによって信仰されている、アッラーの使徒である
ムハンマド様（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）について知っていきましょう。
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イスラーム前のアラブ人たちの様子
戦争と貿易

厳しくも高貴な生活

イブラーヒーム様の足跡をたどって

唯一神信仰から偶像崇拝へ

当時のアラブ人は、アラビア
半島における不仲な部族と
して散らばっていました。
しばしば彼らの間には些細
なことで長引く戦争が起き
ました。各部族は独自の習
慣と年長者の意見で統制
されました。マッカに住むクライシュ族は争
いごとから離れているかわりに、イエメンと
シャーム間の貿易で多忙であることで特徴
づけられました。彼らはマッカという立地と
毎年の巡礼者たちの訪問によって彼らの
貿易とアッラーの館の守護者としての地位
が繁栄しました。

アッラーの預言者であるイブラ
ーヒーム様（彼の上にアッラー
の平安あれ）は、息子のイスマ
ーイール様とともにカアバを建
立しました。イブラーヒーム様は
マッカを去った後は、残った
イスマーイール様が人々に唯一審への信仰を
教え、アッラーおひとりへの崇拝を捧げることへ
の誘いました。このような状態がアラブではしば
らく続き、数世紀の年月が経つと、無知と多神
信仰が広まり始め、ムハンマド様が使命を受け
た頃にはアッラーおひとりだけを崇める者はご
くわずかなイブラーヒーム様やムーサー様やイ
ーサー様（彼らの上にアッラーの平安あれ）の追
従者しか残ってはいませんでした。

イスマーイール様（彼の上にアッラ
ーの平安あれ）の死後数世紀後、
無知と伝説がマッカの民に広が
り、アムル・イブヌ・ルハイという
アラブ人がシャームからの偶像を善良な男たち
の記念としたものがマッカで崇められるようにな
ったことからはっきりとした多神崇拝が始まりま
した。アッラーに同位者を配置する信仰が広まり、
末にはカアバの周りには300体以上の偶像が祀
られて、アッラーを差し置いて人々に崇められる
ようになりました。

かつてのアラブ人は
アッラーに同位者を置い
たり、偶像を崇めたり、飲
酒や戦争に浸っていまし
たが、道徳的なことは譲
ることはなく、それを自分たちの誇り、生活の中
心、自部たちが存在する理由ととらえていまし
た。寛大さ、弱者に対する援助における模範を
示し、約束の履行、プライドの高さ、不正に対す
る嫌悪、尊厳を順守しました。

イブラーヒーム様はムハンマド様のイマーム

ムスリムたちはイブラーヒーム様（彼の上にアッラーの平安あれ）が預言者たちの祖先である
ことを信仰していますが、クルアーンは彼がアッラーを信仰することをイスラームと呼んだ最
初の人であることを強調します。またクルアーンは預言者ムハンマド様（彼の上にアッラーの祝
福と平安あれ）にイブラーヒーム様のやり方、教えに従うようはっきりと命じています。
またアッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）はご自身の息子をイブラーヒームと
名付けました。また各ムスリムは毎日の礼拝の中で、イブラーヒーム様とその一族のために祈
らなければなりません。

良き性格を完成させるために

イスラームのメッセージは全人類に向けたものであるにもかかわらず、アッラーは高貴な
道徳と価値観という国家の建設の基礎となるものを持った当時のアラブ人をその受け
取り先として選び給いました。イスラームはそれらを完成させ、洗練させるために到来
しました。そのためムハンマド様（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）は次のようにおっ
しゃいました：≪まことに私は高貴な道徳を完成させるために遣わされたのです≫。

預言者様生誕
預言者様の高貴な家族

砂漠での保育

マッカ入り口に像の群

光の誕生

アッラーの使徒ムハンマド様（彼の
上にアッラーの祝福と平安あれ）の
血筋は、アラブの部族の中で最も
高貴なクライシュに属します。彼の
祖父であるアブドゥ＝ル＝ムッタリ
ブはクライシュの服従される長でした。彼の父親であ
るアブドゥッラーはアブドゥ＝ル＝ムッタリブの最年少か
つ最愛の子息でした。アブドゥ＝ル＝ムッタリブは息子
のアブドゥッラーとともにマディーナを訪れましたが、
クライシュの女性の中でも地位の高い夫人である
アーミナとの結婚のためでした。彼女は当時、父親の
兄弟と住んでいました。アブドゥッラーはアーミナを娶
りましたが、彼女が二人の唯一の息子を妊娠してから
２か月で彼は亡くなってしまいました。

クルアーンが私たちに語ってくれた歴史的な出
来事が起きました。アビシニア国の王（アブラハ）
が、自身が建てた崇拝の場を侮辱したベドウィン
への復讐として、人々の関心をマッカから逸らす
ためにカアバを壊すことを決めました。そこで
アビシニアから連れてきた像の群れを先頭に、
大勢の兵を進ませました。マッカ入り口にて
アッラーは石を降下させる鳥たちを送り給うこと
により彼らを滅ぼし給いました。一部は滅び、
一部は逃避しました。この出来事は、アッラーの
使徒ムハンマド様（彼の上にアッラーの祝福と平
安あれ）がお生まれになった西暦571年に起きま
した。

アーミナの妊娠後、夫のアブドゥッラー
はシャーム方面へ貿易のために外出
しました。その際に病気にかかり、旅行中に亡くなりま
した。アーミナはその悲しみに耐えました。彼女の出産
後、息子の祖父であるアブドゥ＝ル＝ムッタリブに孫の
誕生の吉報を送りました。祖父は喜びの中孫を連れて
カアバに入り、この恩恵をアッラーに感謝しました。そし
て、「この子は偉大な者となろう」と言い、「ムハンマド」
と名付けました。当時まだアラブの間では耳慣れない
名前だったので、その理由を尋ねられた彼は：「天と地
の民がこの子を称えるように」と答えました。

当時のアラブには、砂漠の民の
乳母を自分の子たちにあてがう
習慣がありました。彼らはこうする
ことが子どもの健康と成長のために最善の方法だと
考えたためです。そこで干ばつに見舞われた村から
金銭の見返りに授乳と保育をする子どもを探しに女
性たちがマッカに来ていました。ムハンマド様の保育
はハリーマという名の女性が受け持つことになりまし
た。彼女が彼を引き取って抱きしめると、この男児の
祝福のために彼女と家族の状況に変化が起きまし
た。その影響が彼らの土地や家畜やその他の生活の
隅々に現れるのを彼らは目の当たりにしました。
ハリーマは幼いムハンマド様（彼の上にアッラーの祝
福と平安あれ）が４歳になるまで彼を連れて数か月
おきに母親を訪れました。
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生い立ちと性格
預言者たちの使命

ハディージャ様との結婚

祖父と伯父の間の孤児

誠実で信頼される者

ムハンマド様（彼の上にアッラー
の祝福と平安あれ）は父親から
金銭を相続したことはなく、伯父
のアブー・ターリブもクライシュの
裕福な人物でもありませんでした
ので、ムハンマド様の金銭を得るための職業的な人
生は早い時期から羊飼い（先代の預言者たちの職業
でもある）から始まりました。マッカの住人から委託さ
れたこの仕事の報酬は多くはありませんでした。その
次の仕事は、クライシュの金持ちの貿易に従事するこ
とでした。彼らの代わりに売買を行いました。彼の正
直さ、誠実さ、忠誠心から彼の評判はすぐに広まりま
した。ほかの人たちと同じよう
に彼も生活し、努力していま
したが、運命が何を彼に隠
しているかをまだ知らずに
いました。

ムハンマド様は授乳期間を郊外で済ませて母親と
の生活のために彼女のもとに帰りましたが、６歳の
ころに彼女は亡くなりました。その後はクライシュの
リーダーである祖父のアブドゥ＝ル＝ムッタリブが保
護者となり彼の世話をしました。彼は孫を可愛がり、
自分の息子たちよりも贔屓していましたが、
ムハンマド様が８歳のころに彼も亡くなってしまい
ました。アブドゥ＝ル＝ムッタリブは息子のアブー・タ
ーリブ（ムハンマド様の伯父）に弟の子の世話を遺
言し、アブー・ターリブは最善を尽くしました。
アブー・ターリブはムハンマド様を庇護し、援助し続
けました。それはムハンマド様に預言が訪れ、民が
敵対してきたときも変わりませんでした。

ムハンマド様は資産家でも金持ちでもありませんで
したが、クライシュの中でその性格と人格で際立ち、
誠実で信頼できる人物と呼ばれるようになりました。
カアバが崩れたときにはクライシュがそれを再建し
ましたが、カアバの石の中で最も尊い黒石を定位
置に戻す際には、どの部族がその名誉に預かれる
かで揉め事に発展しそうになりました。そこで人々
は彼らの前に現れる最初の人物に解決方法を委
ねることで意見一致しました。現れたのは誠実で
信頼されるムハンマド様でした。彼は石を布に乗せ
るよう命じました。各部族の男は布の裾を掴み、
一緒に石を持ち上げ、彼がご自分の手で石を
定位置に戻しました。

クライシュの中でも血統、地位ともに
素晴らしく、資産もあるハディージャ・
ビント・アル＝フワイリド様はムハンマド様の人格と商売
における誠実さを聞いて、彼女のお金でシャーム方面
へ旅をしないかと持ちかけたところ、彼は通常よりも2
倍の儲けを持ち帰りました。ハディージャ様はムハンマド
様と旅した召使に彼の様子を尋ねました。召使は
ムハンマド様の正直さ、信頼できる点、性格の完全さに
ついて知らせました。そこでハディージャ様はムハンマド
様のもとへ彼女との結婚への誘いの知らせを携えた使
者を送りました。ムハンマド様は25歳でハディージャ様と
結婚しました。ハディージャ様は彼の子どもたちの母親
であり、彼の最大の援護者でもありました。

ハディージャ様に対する彼の忠誠の例

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）は妻のハディージャ様が亡くなった後もたびたび思い出
していました。彼女の長点や美徳：人々が信じなかったときに彼女が彼を信じてくれたこと、皆に嘘つきと呼
ばれたときに彼を信じてくれたこと、自分の財産で彼を援助してくれたことをお話しになりました。
数年後、彼に贈り物や食べ物が送られてくると、彼はその一部をハディージャ様の友人や親せきに送りました。

ヘラクレイオスの証言

西暦６２８年に預言者ムハンマド様（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）の知らせがヘラクレイオスに届き、
その中で彼にイスラームへの誘いがなされているのを知ると、ヘラクレイオスは驚きました。
そこでアブー・スフヤーン（クライシュのリーダーの一人であり、当時最も預言者様に敵対していた人物）を召
喚しました。ヘラクレイオスはムハンマド様の正直さについて彼に尋ねました。
ヘラクレイオスはアブー・スフヤーンの返答を聞いて言いました：「おまえたちは、彼が主張していることを
言い出す前は彼を噓つきと非難していたかについて私は尋ねた。お前はいいえ、と答えた。そこで私は彼
が人々に対して嘘をつくことを放棄せずにアッラーに関して嘘をつくことなどないと理解した」。

真実の瞬間

変わることは容易ではない

多神崇拝への献身と憎悪

ワラカ・イブン・ナウファル

ムハンマド様（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）
は同位者のいない唯一の主、神がいると確信
していたので、幼少のころから偶像や無明
時代の悪習から遠ざかっていました。
そのため食料と飲料を準備してマッカに
近い洞窟で独りこもり、アッラーを崇め、
想い、真実と正義に導いてくれるよう祈
っていました。またアッラーの創造に思いを
巡らせていました。このような状態で何日も過ごすこ
とで彼は平安を得、生きていることを感じていまし
た・・・真実の瞬間が彼に訪れるまで。

自身に起きたことを恐れ、驚きつつ
アッラーの使徒（彼の上にアッラーの
祝福と平安あれ）はハディージャ様の
もとへ帰りました。彼女は彼を90歳を超
えた彼女の親戚に連れて行きました。その人物はアッ
ラーをおひとりの神として崇め、トーラーとインジール
を学んでいました。アッラーの使徒（彼の上にアッラー
の祝福と平安あれ）が彼に身の上に起きたことを知
らせると、「これは、ムーサー様に現れたのと同じ天使
だ。あなたの民があなたを追い出そうとするとき、私が
若ければよかったのに。」と言いました。そして彼はム
ハンマド様を信仰し、励ましました。イスラームの教え
とムハンマド様の誘いに最初に応じた妻のハディージ
ャ様、友人のアブー・バクル様、いとこの幼少のアリー・
イブン・アビー・ターリブ様とともにワラカ様も。

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの
祝福と平安あれ）はアッラーの唯一
性や彼を忠実に崇拝することへ、友人
や近い人たちを3年の間、内密に誘い続
けました。そしてアッラーにより宣教の公言
を命じられたことにより、人々を集め、公に、「アッ
ラーの他に神はなし」に人々を誘いました。クラ
イシュのリーダーたちはそれを信仰することはな
く、ムハンマド様に激しく敵対し、彼の追従者た
ちを迫害し、アッラーの使徒を中傷し、ありとあら
ゆる悪で彼を疑いました。かつては「正直で信頼
できる者」以外の名前で彼を呼ばなかったにも
かかわらずです。

ムハンマド様（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）の
ヒラ―の洞窟における修行の日々の中の彼が40歳
を迎えたある日、諸預言者に啓示をかつて携えてい
た天使ジブリールが天使の姿で彼の前に現れると
いう歴史的瞬間が訪れました。預言は開始され、
アッラーの御言葉であるクルアーンが
ムハンマド様に啓示されました。最初のクルアーン
の言葉は次の通りです：【（預言者よ、）創造をされ

た、あなたの主の御名において（、啓示されたクルアー
ンを）読め。かれは人間を、一塊の凝血からお創りに

なった。（預言者よ、クルアーンを）読め。あなたの主
は、最も貴いお方。筆（記）を教えて下さったお

方。人間に、彼が知らなかったことを教えて下
さった（お方）。】（凝血章1－5節）そしてアッラ
ーの使徒は自分に起きたことに対する恐れ

の中、妻のハディージャ様のもとへ帰り
ました。

マディーナへのヒジュラ
イスラームは新天地を探している

預言者のヒジュラ

公正な王

教友たちのヒジュラと預言者様の
ヒジュラの準備

クライシュによるムスリムたちへの迫害が酷くなってきた
ため、アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あ
れ）は数名にアビシニアへと旅立ち、移住するよう命じ
ました。彼は彼らに言いました：｟かの地にはそこでは
誰も不当な目に遭わない王がいます｠。
その公正な王はキリスト教徒の「アン＝ナジャーシー」と
呼ばれていました。彼は移住してきたムスリムたちを迎
え入れ、面倒を見、もてなしました。王がクルアーン中の
イーサー様（彼の上にアッラーの平安あれ）の描写の
部分を聞いたとき、彼の眼は涙で溢れ、地面から小さ
な藁を拾い上げて言いました：「アッラーに誓って、
イーサー様は、あなたたちが言っていることにこの
藁ほどのものを超えたことはない」。

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福
と平安あれ）とマディーナの住民の合意
の後、また召命から13年後、10年の信仰
者たちに対する抑圧と迫害の後、アッラーの
使徒の教友たちは必要最小限の荷物だけを
持ってマディーナへのヒジュラを隠れながら始
めました。彼らは自分たちの宗教を持って、残り
の他のものは背後において逃避したのです。
クライシュはヒジュラしようとした者に対する罰として
財産を没収し、ヒジュラできないように可能な限り阻
止しました。教友たちの多くが数か月の間にマッカか
らマディーナ（マッカの北380km）にヒジュラを果たし、
残ったのはアッラーの使徒とその友のアブー・バクル
様、いとこのアリー・イブン・アビー・ターリブ様のみと
なりました。

クライシュはアッラーの使徒が家から出る前に暗殺しようと
企てました。この罪を犯すのに合意した夜にアッラーの使
徒とアブー・バクル様が出かけ、アリー・イブン・アビー・ター
リブ様だけがアッラーの使徒の家で残っていた預かり物の
クライシュへの返還を行っていました（彼は正直者で信頼
できる者であるため）。クライシュの人たちがアッラーの使徒
の家に彼を殺害するために突入すると、
代わりにアリー・イブン・アビー・ターリブ様を発見しました。
彼らはアッラーの使徒の跡をつけようと試み、発見者に対
して最大の報酬を準備しました。けれどもアッラーはその使
徒とその友を守り給い、彼らはサウル洞窟に身を潜めまし
た。アッラーのその使徒に対するお優しさから、さまざまな
被造物が彼のために働くように仕向け給うたことにより、
マッカを出て8日後にマディーナに到着しました。

アッラーの使徒は伝えられる人全員
にイスラームの教えを広め始めまし
た。彼は、巡礼に訪れたマッカ北部
のヤスリブの男たちに声をかけ、
6人が信仰し、故郷へ帰りました。
次の年には12人の男がやってきて、
アッラーの使徒に忠誠を誓い、彼ら
にイスラームを教えるために、イス
ラーム初の大使「ムスアブ・イブン・
ウマイル」を彼らとともに送りました。その次の年に
は男の数は73人と女2人がアッラーを信仰し、
アッラーの使徒と仲間たちがヤスリブに移住した暁
には、彼を援助、援護、協力することを誓約しまし
た。ヤスリブはヒジュラの後、アル＝マディーナまた
はアッラーの使徒のマディーナと名が付きました。

市民社会の構築
ムハージルーンとアンサールの兄弟関係
を築く

戦争

モスクの建設

イスラーム法

アッラーの使徒(彼の上に祝福と平安あれ)
はがマディーナに到着にして最初の日々に
彼はモスクと日 と々が礼拝のために集まれ
る場所を選びました。そして土地を購入し、
尊い仲間たちと作業に取り掛かりました。
まず土地を建設に適したものにし、続いて全員が協力
して建築と進みました。「アッラー、来世での生活以外の
生活などありません、だからこそアンサール(援助者た
ち)とムハージラ(移住者たち)をお赦しください」と皆が
アッラーの使徒と歌いながら作業しました。
モスクはヤシの木の枝や幹で建てられ、長さ３５メートル、
幅３５メートルで崇拝と学びの場として機能し、イスラーム
法と道徳を順守するムスリム社会の構築のために機能
しました。

かつてマッカにて、アッラーの
唯一性、最後の日を確証する
形でイスラーム法の基礎が啓示
されました。しかし法の多くや人々
の生活と取引の規則や家族の形成
についてはマディーナで詳細に啓示さ れました。
ラマダーンの義務の断食、ザカートの支払い、
結婚、離婚、家族形成に関する規定すべてが法律と
して段階的に導入され、ムスリム社会が少しずつ構
築されていきました。

クライシュはアッラーの使徒（彼の上
にアッラーの祝福と平安あれ）に対す
る攻撃を放棄することはなく、彼のマ
ディーナにおける宣教活動を根絶や
しにしようと試みました。そのため
アッラーの使徒とクライシュとその同
盟者の間で戦争が勃発しました。ムスリムたちが勝利
することもあれば、不信仰者たちが勝利したり、停戦
に合意することもありました。このような状態はアッラー
がその使徒に彼らに対する勝利をお与えになるまで
続き、それはアッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福
と平安あれ）は征服者としてマッカから８年後に帰還
することで栄冠を授かりました。

マディーナ憲法

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）はマッカから先にヒジュラを済ませてい
た人たちのいるマディーナに到着しました。マディーナの大半の住人はすでに彼を信仰し、
信仰に至っていない少数の人たち、信仰するか戸惑っている人たち、マディーナ周辺に住む
ユダヤの人たちがいました。そしてアッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）
はコンパクトで協力しあう社会を建設し始めました。また彼ご自身とユダヤ人の間に権利
と町の保護のための協定を結びました。

アッラーの使徒（彼の上にアッラー
の祝福と平安あれ）がマディーナ
に来た当時、ムハージルの人たち
はマッカに財産や所有物や家を
置いてきて新しい土地にやってき
たばかりのため、アッラーの使徒はマッカからの
移住者(ムハージル)とマディーナの援助した獣人
(アンサール)の間に兄弟関係を築きました。
クルアーンはその驚異的情景を永久なものとして
語り、歴史もそれを記録しました。各援助者は寛
大さを示して移住者と兄弟となり、移住者が自立
して新天地で新しい生活を始めるまでのしばらく
の間、自分の財産、所有物、住居を共有しました。

預言者様(彼の上に祝福と平安あれ)の逝去
別れの巡礼と教えの完成

ムハンマド様の死と残ったイスラーム

行きなさい、あなたたちは自由です

ムスリムたちの波

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福
と平安あれ）は、敵よりも強力であってに
もかかわらず、クライシュとの協定を遵守しました。
また彼に非常に敵対的だったクライシュのリーダー
たちがイスラームに帰依しました。しかし、クライシュ
と同盟者たちは協定を破って礼拝中の７０人を井戸
のそばで殺害してしまいました。アッラーの使徒

（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）は１万人以上
の教友たちとマッカに向けて出発しました。すると、
最大の敵であったアブー・スフヤーンがイスラームへ
の帰依の宣言のために彼の前に現れました。
そしてアッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平
安あれ）は勝利者として、アッラーへの畏怖の念から
頭を下げながらマッカに入りました。彼はカアバの周
りに置かれていた偶像を破壊し、２０年以上にわたっ
て彼を攻撃し、敵対し、教友たちを苦しめてきたマッ
カの全住民を赦しました。

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）
はマッカ征服後にマディーナにお戻りになると、波のよ
うに多くの人がアッラーの宗教に入り始めました。他部
族の使節団がイスラーム帰依の公言のためにアッラー
の使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）を訪れ
ました。またアッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福
と平安あれ）は当時の統治者たちに書簡を送り、その
中で彼らをイスラームへと誘いました。ペルシャ、ローマ、
エジプト、イエメン、アビシニアへ。イスラームはアラブの
地とその周辺に広がりました。

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と
平安あれ）は別れの巡礼から戻られて数ヶ
月後、病気と発熱に苦しまれるようになり、病
体で人々の礼拝を先導していました。痛みが大きくなる
と自宅で数日過ごされました。「まことにアッラーはその
しもべに現世とアッラーの御許にあるものを選択を迫ら
れたが、しもべはアッラーの御許にあるものを選んだ」と
言われました。泣いた友のアブー・バクル様は、このしも
べは自分自身を指していることを悟りました。その数日
後にアッラーの使徒は63歳でお亡くなりになりました。
彼の尊いヒジュラ(西暦571年)から13年目でした。アッラー
の使徒は人類全体の導きと善を広める使命を果たさず
にお亡くなりになることはありませんでした。アッラーの
使徒はお亡くなりになっても、イスラームと彼への愛は
ムスリムたちの心の中で死ぬことはありません。

預言者たちの遺産

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）は現世の持ち物を何も持たずに亡く
なりました。いいえ、ユダヤ人のところに、彼の家族を食べさせるための大麦の担保として
預けられていた盾がありました。しかし彼は彼を模倣する偉大な共同体を遺しました。
彼は言いました：「預言者たちはディーナールもディルハムも残さなかったが、知識を遺した。
それを手に入れた者は莫大な財産を手に入れたということである。」

マッカ帰還

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）は彼を追い出し、危害を加え、敵対
してきた敵に勝利して、マッカに勝利者として入りました。誰も殺さず、復讐せず、ラクダに
乗り、アッラーに対する畏怖の念から頭を下げて入っていきました。謙虚さのあまり、乗っ
ていたラクダの首に頭が触れました。またマッカの民には安全を与えました。

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あ
れ）はアッラーの館への巡礼を志すと、その知らせ
は広まって、ムスリムたちはアッラーの使徒（彼の上
にアッラーの祝福と平安あれ）のもとに次 と々集ま
ってきました。約１０万人のムスリムたちが彼ととも
に巡礼を行い、彼は彼らに素晴らしい説教を行い、
言いました：「おお皆さん！聞いてください。今年以
降、皆さんに再会できないかもしれないから。」また
次のようにも言いました：「この日、この月、この
土地が神聖であるように、まことに皆さんの財産と
子どもは神聖です。」そして次の御言葉が啓示され
ました：【この日われはあなた方のために、あなた
方の宗教を完成させ、あなた方へのわが恩恵を全
うし、イスラームがあなた方への宗教であることに
満足した。】(食卓章３節) そしてこれがアッラーの使
徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）と共に行
われた最後の巡礼、また偉大なる会合でした。
後の別れの巡礼と呼ばれるようになりました。

使徒ムハンマド様
（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）

のマナー

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝
福と平安あれ）の永久に残る言葉から

ムスリムたちは預言者様（彼の上にアッラーの祝福と平
安あれ）の言葉を暗記と記録によって伝播することに努
めました。暗記者たちや学者たちは彼の言葉を管理、編
集するために競い合い、彼のお言葉のどれが確証され、
されかを知るための驚異的な規則を世界に提示しまし
た。文や単語の細部に至るまで、またそれらに加えられ
たものではなく、何が追加されたのかさえも分かるように。
以下に続くのは、アッラーの使徒ムハンマド様が語った
ハディースの例です：

｟まことに行為とは意思による。そしてまこと
に各人にはその意思したものがある。｠

｟善とはよい性格であり、罪とはあなたの魂
に語りかけるものであり、人々に見られる
のを嫌うものである。｠

｟どこにいてもアッラーを畏れなさい。悪行の
後にはそれを消す善行を続けなさい。そして
良い性格で人々に接しなさい。｠

｟あなたがこの世で無関心でいればアッラー
に愛されるだろう。あなたが人々の手にある
ものから無関心であれば人々に愛されるだ
ろう。｠

｟兄弟のために、自分のことのように好むよう
になるまでは、誰も信仰したとは言えない。｠

｟慈悲を与える者たちに慈悲深き御方は慈
悲を与え給う。地上のものに慈悲を与えれ
ば、天にいらっしゃる御方があなたたちに慈
悲を与え給う。｠

｟私たちの子どもに慈悲を見せず、私たちの
年長者の権利を知らないものは私たちの一
員ではない。｠

｟互いの優しさ、思いやり、同情における信仰
者を例えると、体のようである。その一部が
痛みを訴えると、体全体が覚醒して発熱で
反応する。｠

｟アッラーは何事においても優しくすることを
お好みである。｠

｟偽信仰者のしるしは３つ：話せば嘘をつき、
約束すれば破り、信頼されると裏切る。｠

｟だます者は私たちの一員ではない。｠

彼(彼の上に祝福と平安あれ)は公正であり、アッラーの
命令に従って、近親者であっても、至高なるアッラーの法
を適用していました：【信仰する者たちよ、公正を貫く者、
アッラーのための証言者となれ。たとえそれがあなた方
自身やあなた方の両親、近親に不利であろうとも。】
(婦人章135節)ある教友が預言者様(彼の上に祝福と平
安あれ)を訪れて彼に盗みを犯した地位ある部族の女
性に対する刑の執行を取りやめてもらえるよう執り成し
ましたが、彼は怒り、もし盗人が自分の娘ファーティマで
あっても罰を執行すると言いました。

妻のアーイシャ様曰く、彼（彼の上にアッラーの祝福と
平安あれ）はご自分のサンダルを修理して縫い合わ
せ、ご自身の服を縫い、家の中ではできることで家族
を手伝いました。また妻と遊んだり、妻がラクダに乗
るためにご自身の膝を出したり、かけっこをしたりし
ました。

彼の妻と

彼の召使と

イスラームの柱である礼拝に入って子どもの鳴き声が
聞こえると、早急に軽くすませました。｟私は礼拝に立
つときは長くしたいが、子どもの鳴き声が聞こえると、
子の母親が困るのを嫌うので、私は礼拝を軽くしま
す。｠またある時、彼は孫でザイナブ様の子である
ウマーマ様を抱いていました。サジダするときには地
面に置き、立つときに抱き上げました。ある時、礼拝中
のサジダを長くされ、孫が背中に上ってきて、急かして
下ろしたくなかったことを教友たちに詫びました。

子どもたちと

彼は何日も空腹を満たすものがなく過ごすことがあ
りました。そんな時にはこのように言っていました：私
はこの世と何の関係があろうか。私は木陰を求めて
座って、立ち上がって、そこを去る者のよう。教友のウ
マル様がある日彼を訪れると、彼は何もない小さい
部屋の中でござの上に寝転がっており、その跡が腹
部に付いているのをみて泣きました。｟ウマル、何があ
なたを泣かせるのか？｠キスラーもカイサルも優雅に
暮らしているというのに、あなたアッラーの使徒はこ
のようなお姿で！とウマル様は答えました。｟現世は彼
らのもの、来世は私たちのものであることに満足しな
いか？｠と彼は言いました。

現世における彼の禁欲主義

彼は教友たちとまるで彼らの一員であるかのように
一緒に座っており、決して周りの人たちと違った特別な
座る場所を設けることはありませんでした。彼のこと
を知らない見知らぬ人が彼のいる会合の場に入って
きても、教友たちと見分けがつかないため、ムハンマド
はどなたでしょうか？と尋ねるほどでした。

彼の教友たちと

預言者ムハンマド様
（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）

（彼の上にアッラー
の平安あれ）

（彼の上にアッラー
の平安あれ）

（彼の上にアッラー
の平安あれ）

（彼の上にアッラー
の平安あれ）

イーサー様(彼の上に平安あれ)の吉報

かつてアラビア半島の啓典の民はその時期に遣わされると聖典が吉報として伝えていた預言者の
到来を待っていました。クルアーンはマルヤム様の子、イーサー様（彼の上にアッラーの平安あれ）が
トーラーが伝える彼の後に遣わされる新しい預言者の到来の吉報を確認するために現れたこと
を私たちに伝えています：【「イスラーイールの子らよ、本当に私は、トーラーという私以前のもの

（の内容）を確証し、私の後に到来するアフマドという名の使徒の吉報を伝える、あなた方へのアッラーの使徒で
ある」。そして彼（アフマド）が、明証を携えて彼らのもとに到来した時、彼らは言った。「これは紛れもない魔術だ」。】

使命と人々への呼びかけ

人類へのアッラーの導き

アッラーの使徒ムハンマド様（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）に降下されたアッラーの御言葉はすべての人
への導きであり、彼以前の啓典の裏付けであり、それらに改ざん・変更が加えられたことを強調しました。
またアッラーの御言葉は人間の本能と心と精神に語りかけ、最大の疑問にも人間の弱点・動機を示し、挑戦する
印象的な方法で答えます。クルアーンは暗唱者の違いや文化の違いにもかかわらず、代々詳細に渡ってその保
全がアッラーによって保障されています。預言者ムハンマド様（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）の時代に書
かれた写本のように、現代の子どもたちに暗記されているのです。

クルアーンにおけるムーサー様とイーサー様=

ムーサー様とイーサー様（彼らの上にアッラーの平安あれ）には最高の位が属します。ムーサー
様（彼の上にアッラーの平安あれ）の物語はクルアーンの中で繰り返し登場し、イーサー様（彼の
上にアッラーの平安あれ）について言えば、彼の親類の名前の章や彼が起こした奇跡の一つが
章の名前に使われていたり、母親の処女マルヤム様の名前が使われたりしています。

宗教のために逃避する

人間は、自分の持つ最も大切なもののために、自分を犠牲にして逃避するものです。そのためイブラーヒーム様
（彼の上にアッラーの平安あれ）は自分の信仰のために逃避し、ムーサー様（彼の上にアッラーの平安あれ）と仲
間たちも自分の宗教のためにファラオとその軍隊から逃避し、移住しました。またアッラーの使徒（彼の上に
アッラーの祝福と平安あれ）と仲間たちも人々をアッラーに誘いながら
自分たちの宗教のために逃避しました。

悲しむな、アッラーは私たちとともにおられる

アッラーの使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）とアブー・バクル様がサウル洞窟
に身を潜めていたところに、2人を探しに多神教徒の騎士が現れました。アブー・バクル
様曰く、もし彼らが自分の足元を見たらきっと我々は見つかってしまいます。アッラーの
使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）は答えました：アブー・バクルよ、3人目とし
てアッラーがついている2人についてどう思う？

まことにアッラーは正義を命じ給う=

イスラームの規則が啓示されると、ムスリムたちは競ってその実践に努めました。また
クルアーンの法は例外なく全員に適用されました。むしろ、アッラーの使徒（彼の上に
アッラーの祝福と平安あれ）は、「弱者は恐れたり躊躇することなく強者から自分の権
利を手に入れること」を国が文明的で進歩的かの基準としました。また彼は言いまし
た：弱者が問題なく強者から権利を得られない国家は尊くありません。

アナス・イブン・マーリク様は言いました：私はアッラーの
使徒（彼の上にアッラーの祝福と平安あれ）に１０年の間
仕えましたが、ちぇっと言われたことはなく、何かをしても、
なぜしたのかといわれたことも、しなかったことになぜ
しなかったのかと言われたこともありません。
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